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広報広報広報広報

Ｐ２　防災無線施設の概要について
Ｐ３　安中保健福祉事務所が新設されます
Ｐ４　国民健康保険・長寿医療制度
　　　　日帰り人間ドック希望者募集

人　口  　62,886 人    （－14）
　男　  　30,786 人    （－  3）
　女　  　32,100 人    （－11）
世帯数　  23,911 世帯（＋11）

住民基本台帳人口（２月末日現在）
※（　）内は前月との比較

人口と世帯人口と世帯人口と世帯人口と世帯人口と世帯

　市役所本庁内の親局から市内 158 カ所に設置
した屋外子局を通して市内全域へ自然災害など
に関する一斉放送や、一部の必要な地域への放
送を行います。システムの適切な運用により「災
害に強く、安心して暮らせるまちづくり」に努め
ます。詳しくは P2 をご覧ください。

市内全域で防災行政無線放送始動

豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち

Vol.61
４月１日号  
平成23年

市長対話の日
4 月 30 日（土）　支所　第 2会議室
5月 28 日（土）　本庁　市民ロビー
時間 ▼午前 10 時～正午
※受付は午前 11 時 30 分まで
※都合により時間が変更になるこ
ともあります

※市税等納期一覧表が入っていますので、切り取ってご利用ください



２広報あんなか　２０１１年４月号

防災行政無線施設の
　　　　  概要について
　近年、異常気象による豪雨や地震などの自然災害による被害が増える中で、突発的な災害に対して被害を最小
限に抑えられるよう、日頃からの備えや災害時の適切な行動が非常に重要です。
　市では災害時に災害情報などを収集し、地域の皆さんに対して適切な情報を一斉に迅速かつ正確に伝達すると
ともに、生活に必要な情報の伝達手段として円滑な通信の確保を図ることを目的に、平成 21 年度から整備を進
めてきたデジタル同報系防災行政無線施設の整備工事が終わり、旧安中市地域においても今年４月から運用を始
めます。
　緊急時の放送では、地震、洪水や火災など災害などに関する情報をお知らせするほか、災害時の避難勧告、避
難指示などの情報伝達を行います。また、平常時は試験放送を兼ねてミュージックチャイム（正午と午後５時）
を流します。

設　備　名

親 局

遠隔制御装置

再 送 信 子 局

屋 外 子 局

中 継 局

説　　　　明

統括管理を一元的に行います。

親局以外の場所から親局設備を

制御します。

親局と屋外子局との間の通信を

中継します。

親局からの電波を受信して拡声

放送します。

送信局から受信局への電波を中

継します。

設　　　置　　　場　　　所

市役所本庁

市役所本庁・支所、安中消防署および松井田分署

板鼻第４区集会所、秋間旧第 12 区住民センターおよび市

消防団第11分団第２部消防詰所

１５８局（旧安中市地域１０７・旧松井田町地域 51）

小根山森林公園

安中消防署に設置された
遠隔制御装置

電波状況の悪い地域に設置された
再送信子局

市内33カ所に設置された
アンサーバック付きの屋外子局

問合せ ▼本庁安全安心課生活安全係・支所地域振興課管理係（☎３８２－１１１１）

旧松井田町地域における火災発生時の放送について
　消防署からの火災発生、鎮火のお知らせについては、屋外子局（デジタル）では今までどおり放送が流れ
ますが、各家庭に設置されている戸別受信機（アナログ）では流れませんのでご注意ください。



３ 市  役  所　  ３８２－１１１１

安
中
保
健
福
祉
事
務
所
が

　
　
　
　
　
　

新
設
さ
れ
ま
す

　

平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
県
の
保
健
福
祉
事
務
所
が
次
の
と
お
り
変
更
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
藤
岡
保
健
福
祉
事
務
所
の
業
務
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
西
部
保
健
福
祉
事
務
所
安
中
支
所
が
廃
止
さ
れ
、「
安
中
保
健
福
祉
事
務
所
」
が
新
設
さ

れ
ま
す
。
安
中
市
域
を
管
轄
す
る
保
健
所
と
し
て
保
健
業
務
が
拡
充
さ
れ
ま
す
。

安中保健福祉事務所

場
所
・
電
話
番
号

所

管

区

域

主
な
業
務
内
容

安
中
市
高
別
当
３
３
６

－

８

☎
３
８
１

－

０
３
４
５

※

建
物
の
場
所
は
西
部
保
健
福
祉
事
務
所
安
中
支
所
と
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん

安
中
市

○
保
健
所
業
務

○
母
子
寡
婦
福
祉
業
務
（
母
子
寡
婦
資
金
貸
付
な
ど
）

◆
西
部
保
健
福
祉
事
務
所
を
廃
止
し
、
介
護
保
険
業
務
の
一
部
を
所
管
す
る
「
西
部
介
護

福
祉
事
務
セ
ン
タ
ー
」
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

西部介護福祉事務センター

場
所
・
電
話
番
号

所

管

区

域

主
な
業
務
内
容

高
崎
市
高
松
町
６

☎
３
２
２

－

３
１
３
０

※

建
物
の
場
所
は
西
部
保
健
福
祉
事
務
所
と
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん

高
崎
市
・
藤
岡
市
・
富
岡
市
・
安
中
市
・
多
野
郡
・
甘
楽
郡

○
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
な
ど
の
新
規
指
定
申
請
、
各
種

届
出
受
付

◆
西
部
保
健
福
祉
事
務
所
が
行
っ
て
い
る
福
祉
関
係
業
務
（
西
部
介
護
福
祉
事
務
セ
ン
タ
ー

所
管
業
務
を
除
く
）
を
富
岡
保
健
福
祉
事
務
所
が
引
き
継
ぎ
ま
す
。

富岡保健福祉事務所

場
所
・
電
話
番
号

主
な
業
務
内
容
と

所

管

区

域

富
岡
市
田
島
３
４
３

－

１

☎
０
２
７
４

－

６
２

－

１
５
４
１

※

富
岡
合
同
庁
舎
内

○
生
活
保
護
（
多
野
郡
・
甘
楽
郡
）

○
そ
の
他
福
祉
関
係
業
務
（
老
人
福
祉
・
介
護
保
険
（
西

部
介
護
福
祉
事
務
セ
ン
タ
ー
所
管
業
務
を
除
く
）・
障

害
者
福
祉
（
人
に
や
さ
し
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例

（
特
定
生
活
関
連
施
設
の
交
付
申
請
受
付
・
検
査
・
指

導
な
ど
））・
児
童
福
祉
な
ど
）

○
介
護
施
設
・
障
害
者
福
祉
施
設
・
保
育
所
な
ど
の
指
導

監
査
（
高
崎
市
（
高
崎
市
移
譲
分
を
除
く
）・
藤
岡
市
・

富
岡
市
・
安
中
市
・
多
野
郡
・
甘
楽
郡
）

問
合
せ
▼

安
中
保
健
福
祉
事
務
所

（
☎
３
８
１

－

０
３
４
５
）

国道 18 号

至　

軽
井
沢

至　

高
崎

～～

～～

～～

安中保健福祉事務所

～～
～～

ガスト北海亭

高別当



４広報あんなか　２０１１年４月号

国民健康保険・後期高齢者医療制度加入者の皆さんへ

日帰り人間ドック募集のおしらせ
年に１度の健康チェックを!!　受付期間は４月１９日～２８日

　

市
で
は
、
安
中
市
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
の
皆
さ
ん
お
よ
び
市
内
に
住
所
を
有
す
る
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
「
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
れ
ば
、
特
定
健
康
診
査
（
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
）

を
受
診
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
75
歳
未
満
の
人
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓

脂
肪
症
候
群
）
に
該
当
す
る
と
診
断
さ
れ
た
人
に
は
、
後
日
、
特
定
保
健
指
導
利
用
券
と
利

用
案
内
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
必
ず
特
定
保
健
指
導
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
ご
希
望
の
人

は
次
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
者
▼

①
国
民
健
康
保
険
人
間
ド
ッ
ク…

昭
和
51
年
３

月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
国
民
健
康
保
険
加

入
者
で
、
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い

る
世
帯
の
人
（
１
世
帯
２
人
ま
で
）

②
高
齢
者
人
間
ド
ッ
ク…
市
内
に
住
所
を
有
す

る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
で
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
を
完
納
し
て
い
る
世
帯

の
人
（
１
世
帯
２
人
ま
で
）

※

①
・
②
と
も
に
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
で

該
当
し
て
い
る
人
が
対
象

自
己
負
担
金
▼
１
０
，
６
０
０
円

※

医
師
が
必
要
と
認
め
た
場
合
、
眼
底
検
査
を

実
施
し
ま
す
が
、
自
己
負
担
金
は
同
じ
で
す

定
員
（
先
着
順
）▼

①
国
民
健
康
保
険
人
間
ド
ッ
ク…

５
５
０
人

②
高
齢
者
人
間
ド
ッ
ク…

１
５
０
人

受
診
期
間
▼

６
月
１
日
（
水
）
〜
11
月
30
日
（
水
）
ま
で

※

40
歳
未
満
の
人
・
75
歳
以
上
の
人
は
12
月
ま
で

検
診
機
関
▼
下
表
の
と
お
り

問合せ ▼本庁国保年金課国保係・支所住民税務課国保年金係（☎382－1111）

平成 23年度安中市人間ドック実施協力医療機関

医療機関名
ア ミ ヤ 医 院
有 坂 内 科 医 院
上 杉 医 院
公 立 碓 氷 病 院
櫻 井 内 科 医 院
正 田 病 院
城 田 医 院

住　　　所
原市 1431-3
安中 1-29-1
板鼻 1-2-43
原市 1-9-10
郷原 130-5
安中 1-16-32
磯部 1-19-4

電話番号
385－1511
381－0485
381－0448
385－8221
385－8551
382－1123
385－7858

医療機関名
須 藤 病 院
田 口 医 院
藤 巻 医 院
堀 口 医 院
本 多 病 院
松 井 田 病 院
み や ぐ ち 医 院

住　　　所
安中 3532-5
松井田町松井田 372
松井田町松井田 556
安中 2-9-15
鷺宮 205-1
松井田町新堀 1300-1
原市 3875

電話番号
382－3131
393－1731
393－1324
381－0229
382－1255
393－1301
384－1126

（50 音順）

受
付
期
間
・
場
所
▼

○
４
月
19
日
（
火
）
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

安
中
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
・
支
所
住
民
税
務
課

○
４
月
20
日
（
水
）
〜
28
日
（
木
）

　
　
　
　
　

 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

本
庁
国
保
年
金
課
・
支
所
住
民
税
務
課

※

定
員
に
な
り
次
第
受
付
終
了

※

土
・
日
を
除
く

受
付
時
に
持
参
す
る
も
の
▼

　

国
民
健
康
保
険
人
間
ド
ッ
ク
・
高
齢
者
人
間

ド
ッ
ク
と
も
に
、
受
診
す
る
人
の
保
険
証
・
印
鑑

注
意
事
項
▼

　

検
診
費
助
成
が
決
定
し
た
人
で
も
、
検
診
日

当
日
ま
で
に
、
安
中
市
国
民
健
康
保
険
の
資
格

を
喪
失
し
た
場
合
、
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
加
入
者
で
市
外
に
転
出
し
た
場
合
は
、
受

診
で
き
ま
せ
ん
。
安
中
市
国
民
健
康
保
険
特
定

健
康
診
査
ま
た
は
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
と
の

重
複
受
診
は
で
き
ま
せ
ん
。
万
一
、
重
複
受
診

し
た
場
合
に
は
、
特
定
健
康
診
査
ま
た
は
後
期

高
齢
者
健
康
診
査
の
費
用
を
全
額
負
担
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。



５ 市  役  所　  ３８２－１１１１

野
生
動
物
に
よ
る

　
　

被
害
を
防
ぐ
に
は

　

市
で
は
有
害
鳥
獣
駆
除
隊
の
協
力
を
受
け
、
平
成
22
年
４
月
か
ら
11
月
の
狩
猟
解
禁
ま
で
の
間
に
有
害
鳥
獣
駆
除
と
し
て

主
に
イ
ノ
シ
シ
な
ど
を
捕
獲
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
暖
か
く
な
る
に
つ
れ
、
野
生
動
物
の
動
き
が
活
発
化
し
て
き
ま
す
の
で
、
農
作
物
の
被
害
防
止
や
皆
さ
ん
の
安

全
の
た
め
に
も
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

有
害
鳥
獣
捕
獲
頭
数
の
推
移

有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
に
は
!!

１
．
野
生
動
物
が
近
寄
ら
な
い
環
境
を
作
る

　

知
ら
な
い
間
に
し
て
い
た
餌
付
け
行
為
を
や
め
る
。

例
え
ば

●
人
間
に
と
っ
て
商
品
価
値
の
な
い
野
菜
で
も
野
生
動
物

に
と
っ
て
は
立
派
な
食
料
で
す
。
収
穫
後
の
く
ず
野
菜

や
放
置
果
樹
類
な
ど
を
食
べ
ら
れ
る
所
に
置
か
な
い
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
出

す
際
も
回
収
日
の
朝
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

●
屋
外
に
生
ゴ
ミ
な
ど
を
捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

イ
ノ
シ
シ
は
ミ
ミ
ズ
や
沢
ガ
ニ
な
ど
も
大
好
物
で
す
。

畑
な
ど
に
撒
い
た
堆
肥
や
草
刈
り
を
施
し
た
跡
地
な
ど

に
出
没
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

２
．
野
生
動
物
を
近
づ
け
な
い

●
住
居
や
物
置
な
ど
に
小
動
物
が
侵
入
し
な
い
よ
う
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
人
家
付
近
の
耕
作
放
棄
地
な
ど

は
野
生
動
物
に
と
っ
て
は
絶
好
の
住
み
家
に
な
り
ま
す

の
で
適
切
な
管
理
が
必
要
で
す
。

●
夕
方
か
ら
早
朝
に
か
け
て
は
活
動
が
活
発
に
な
り
ま
す
。

夜
間
外
出
の
際
は
懐
中
電
灯
や
音
の
出
る
も
の
を
携
帯

し
ま
し
ょ
う
。
む
や
み
に
威
嚇
す
る
こ
と
は
大
変
危
険

で
す
。
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
際
に
は
速
や
か
に
そ
の
場

を
離
れ
ま
し
ょ
う
。

３
．
有
害
鳥
獣
被
害
減
少
へ
の
協
力
の
お
願
い

●
現
在
、
市
で
は
狩
猟
期
間
外
に
有
害
鳥
獣
駆
除
隊
の
協

力
の
も
と
、
適
正
な
捕
獲
を
行
っ
て
い
ま
す
。
捕
獲
檻

の
設
置
場
所
な
ど
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
駆
除
だ
け
で
は
完
全
に
被
害
を
減
ら
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
捕
獲
檻
設
置
場
所
な
ど
に
も
安
全
上
制
限
が
あ

る
場
合
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、
自
己
防
衛
も
お
願
い
し

ま
す
。
農
作
物
被
害
に
対
す
る
防
除
資
材
補
助
制
度
も

あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
購
入
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
平
成
22
年
度
の
制
度
改
正
に
よ
り
狩
猟
免
許
所
有
者（
わ

な
猟
）
で
あ
れ
ば
、自
己
所
有
の
農
地
・
管
理
地
に
限
り
、

捕
獲
檻
で
の
捕
獲
申
請
が
狩
猟
期
間
以
外
も
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
狩
猟
免
許
取
得
に
関
す
る
補
助
制
度
の
ほ

か
、
捕
獲
資
材
購
入
補
助
も
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
イ
ノ
シ
シ　

〜
餌
が
あ
れ
ば
ど
こ
ま
で
も
〜

　
　

子
ど
も
を
春
に
産
み
栄
養
状
態
が
よ
け
れ
ば
非
常
に

繁
殖
力
が
高
く
、
野
生
の
寿
命
は
10
〜
15
才
。
犬
と
同

等
の
学
習
能
力
が
あ
り
、
音
・
光
・
に
お
い
に
は
す
ぐ

慣
れ
ま
す
。
夜
行
性
で
は
な
い
の
で
す
が
、
と
て
も
臆

病
で
あ
る
た
め
、
人
の
い
な
い
夜
間
に
活
動
し
ま
す
。

　
　

耕
作
放
棄
地
や
、
遊
休
農
地
は
絶
好
の
す
み
か
で
す
。

山
に
居
場
所
が
な
い
か
ら
イ
ノ
シ
シ
は
来
る
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
里
に
美
味
し
い
も
の
が
あ
る
か
ら
来
る
の

で
す
。

○
ア
ラ
イ
グ
マ
・
ハ
ク
ビ
シ
ン　

〜
人
間
の
身
近
に
生
息
〜

　
　

子
ど
も
を
春
に
産
み
、
廃
屋
や
倉
庫
ま
れ
に
は
人
家

の
屋
根
裏
な
ど
に
住
み
家
を
作
る
。
主
に
夜
行
性
で
手

先
が
器
用
な
た
め
、
防
護
柵
な
ど
で
は
防
ぎ
き
れ
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。
食
性
は
雑
食
性
で
人
間
の
食
べ
る

も
の
で
あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
も
の
を
食
べ
ま
す
。

問
合
せ
▼
谷
津
庁
舎
農
林
課
林
政
係

支
所
産
業
建
設
課
農
林
係

（
☎
３
８
２

－

１
１
１
１
）

イ
ノ
シ
シ

ア
ラ
イ
グ
マ

ハ
ク
ビ
シ
ン

ニ
ホ
ン
ザ
ル

平
成
20
年
度

2
5
1

　

1
9

　

4
2

　

1
8

平
成
21
年
度

2
2
4

　

3
1

　

8
8

　

2
4

平
成
22
年
度

4
0
9

　

7
6

　

8
8

　

2
7
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市
  役
  所
　
  
３
８
２
－
１
１
１
１

６
広
報
あ
ん
な
か
　
２
０
１
１
年
４
月
号

地
域
福
祉
の
向

地
域
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
て

上
を
目
指
し
て

地
域
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
て

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
一
斉
改
選
が
昨
年
の
12
月
１
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
し
く
１
６
１
人
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
皆
さ
ん
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
民
生
委
員
は
民
生
委
員
法
に
よ
り
設
置
さ
れ
、
児
童
福
祉
法

に
よ
り
児
童
委
員
を
兼
ね
て
い
ま
す
。
任
期
は
３
年
で
、
厚
生

労
働
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
、
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
活
動
の

ほ
か
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
ご
活
躍

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
法
律
で
個
人
の
秘
密
を
守
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
な
ど
を
口
外
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
し
く
決
定
し
た
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
さ
ん

は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

問
合
せ

▼本
庁
福
祉
課
社
会
福
祉
係

支
所
保
健
福
祉
課
福
祉
子
ど
も
係

（
☎
３
８
２
－
１
１
１
１
）

１
　
　
区

２
　
　
区

３
　
　
区

４
　
　
区

５
　
　
区

６
　
　
区

７
　
　
区

主
任
児
童
委
員

主
任
児
童
委
員

１
　
　
区

１
　
　
区

２
　
　
区

３
　
　
区

４
　
　
区

５
　
　
区

５
　
　
区

５
　
　
区

主
任
児
童
委
員

主
任
児
童
委
員

１
　
　
区

２
　
　
区

２
　
　
区

２
　
　
区

３
　
　
区

３
・
４
区

４
　
　
区

５
　
　
区

主
任
児
童
委
員

主
任
児
童
委
員

氏
　
名

内
田
　
　
望

高
𣘺
　
秋
子

中
島
　
　
正

木
村
　
秀
夫

白
石
は
る
み

白
石
　
伸
恵

伊
藤
な
お
み

白
石
み
ど
り

小
林
三
千
代

氏
　
名

宮
澤
　
妙
子

熊
谷
　
雅
子

須
藤
　
修
吾

三
澤
美
津
子

安
居
　
克
明

大
崎
　
　
巖

伊
与
久
富
子

吉
澤
　
秀
子

篠
原
　
晴
美

関
根
　
好
子

氏
　
名

悴
田
　
孝
会

中
曽
根
　
齋

蔭
山
　
直
子

小
原
美
惠
子

小
金
沢
一
男

多
胡
惠
美
子

神
宮
ミ
ツ
子

青
木
　
禮
子

堀
越
　
順
子

白
井
加
代
子

上
人
見

法
正
寺

塚
　
　
原

大
王
寺
・
高
野
谷
戸

二
軒
在
家

烏
留
北

烏
留
南

別
　
　
所

八
城
東

八
城
西

行
　
　
田

主
任
児
童
委
員

主
任
児
童
委
員

下
増
田

下
増
田
・
国
衙
百
石

下
増
田
・
国
衙
百
石

高
梨
子

小
日
向

土
塩
西

土
塩
東

新
　
　
井

上
増
田
東

上
増
田
東

上
増
田
東
・
上
増
田
西

上
増
田
西

上
増
田
西

主
任
児
童
委
員

主
任
児
童
委
員

氏
　
名

佐
藤
二
三
雄

阿
久
津
堯
一

相
川
　
吉
丸

上
原
　
盛
雄

白
石
　
弘
子

齊
藤
　
智
好

丸
山
　
美
子

小
林
ま
り
子

櫻
井
　
孝
幸

塩
原
　
　
禎

中
山
　
節
子

寺
島
　
弥
生

塩
谷
　
景
子

氏
　
名

小
林
　
芳
男

潮
　
　
和
代

小
林
　
榮
枝

岩
井
　
智
子

新
井
　
英
夫

髙
𣘺
　
秀
子

吉
田
　
久
恵

黛
　
　
典
周

金
井
　
信
量

𠮷
田
　
広
志

萩
原
　
　
隆

上
原
　
正
枝

黛
　
　
民
惠

小
板
橋
周
子

小
板
橋
陽
子

１
　
　
区

２
　
　
区

３
　
　
区

４
　
　
区

５
　
　
区

５
　
　
区

主
任
児
童
委
員

主
任
児
童
委
員

源
ケ
原
・
上
本
町
・
本
町

新
堀
中
宿

新
堀
中
宿

新
　
　
町

森
　
　
崎

上
　
　
町

仲
町
・
南
町

紺
屋
町
・
北
横
町

下
　
　
町

新
田
・
琵
琶
ノ
窪

主
任
児
童
委
員

主
任
児
童
委
員

横
川
西

横
川
西
・
横
川
東

横
川
東

五
料
西

五
料
東

五
料
中

坂
本
１
区

坂
本
２
区

原

入
牧
１
区

入
牧
１
区

入
牧
２
区

主
任
児
童
委
員

主
任
児
童
委
員

担
　
当
　
地
　
区

担
　
当
　
地
　
区

担
　
当
　
地
　
区

後　 　 　 閑 松　 　 　 井　 　 　 田 臼　 　 　 井　 　 　 ・　 　 　 坂　 　 　 本

担
　
当
　
地
　
区

担
　
当
　
地
　
区

担
　
当
　
地
　
区

担
　
当
　
地
　
区

担
　
当
　
地
　
区

担
　
当
　
地
　
区

担
　
当
　
地
　
区

担
　
当
　
地
　
区

担
　
当
　
地
　
区

西　 　 　 　 横　 　 　 　 野 九　 十　 九　 ・　 細　 野

岩　 　 　 野　 　 　 谷 板　 　 　 　 　 鼻 秋　 　 　 　 　 間

１
　
　
区

１
　
　
区

１
　
　
区

２
　
　
区

２
　
　
区

２
　
　
区

３
　
　
区

３
　
　
区

３
　
　
区

４
　
　
区

４
・
５
区

５
　
　
区

主
任
児
童
委
員

主
任
児
童
委
員

１
　
　
区

２
　
　
区

３
　
　
区

３
　
　
区

４
　
　
区

５
　
　
区

６
　
　
区

主
任
児
童
委
員

主
任
児
童
委
員

氏
　
名

金
田
　
一
郎

松
本
　
清
子

脇
　
　
綾
子

岡
村
あ
さ
代

平
野
　
洋
子

須
藤
　
慶
子

田
島
　
忠
明

小
川
　
正
子

貝
田
　
久
恵

伊
藤
　
彰
二

須
藤
　
　
稔

猿
谷
　
剛
一

山
本
久
美
子

田
村
ひ
と
み

氏
　
名

野
口
　
淳
一

佐
藤
　
和
夫

河
村
　
　
忠

佐
藤
　
順
子

太
田
　
玲
子

木
暮
こ
づ
え

茂
木
あ
け
み

野
口
　
千
春

半
田
　
絹
子

１
　
　
区

１
　
　
区

２
　
　
区

２
　
　
区

２
－
２
区

２
－
２
区

３
　
　
区

３
　
　
区

４
　
　
区

４
　
　
区

５
　
　
区

５
　
　
区

５
　
　
区

６
　
　
区

７
　
　
区

８
　
　
区

９
　
　
区

10
　
　
区

10
　
　
区

10
　
　
区

11
　
　
区

12
　
　
区

主
任
児
童
委
員

主
任
児
童
委
員

氏
　
名

土
屋
壽
美
江

佐
藤
　
悦
子

徳
増
　
弘
子

田
村
　
　
實

旭
　
　
重
男

酒
井
　
德
重

宮
嵜
　
朋
子

鈴
木
美
恵
子

田
中
　
秀
治

立
川
美
恵
子

多
胡
　
静
子

山
崎
　
陽
子

矢
島
知
佳
子

島
田
　
弘
子

清
水
　
　
浩

須
藤
貴
美
子

佐
藤
由
美
子

中
島
多
万
惠

野
口
　
　
勇

田
村
　
　
隆

内
田
　
桃
代

内
田
美
和
子

千
葉
登
志
子

須
藤
ひ
と
み

１
　
　
区

１
　
　
区

１
　
　
区

２
　
　
区

３
甲
区

３
甲
区

３
甲
区

３
甲
区

３
乙
区

４
　
　
区

４
　
　
区

４
　
　
区

４
　
　
区

５
　
　
区

５
　
　
区

６
　
　
区

６
　
　
区

７
　
　
区

８
　
　
区

９
　
　
区

９
　
　
区

主
任
児
童
委
員

主
任
児
童
委
員

氏
　
名

半
田
　
道
子

萩
原
美
智
子

金
井
　
　
一

田
中
　
正
利

山
田
　
和
子

大
滝
　
元
春

村
椿
　
　
健

仁
井
　
芳
江

赤
塚
美
香
子

志
田
　
　
司

川
合
　
和
代

白
石
　
淳
子

竹
中
知
江
子

中
澤
　
芳
子

小
林
　
　
曻

大
木
　
久
子

今
井
た
み
子

須
賀
恵
美
子

高
橋
　
敏
子

小
板
橋
節
子

清
水
　
照
夫

櫻
井
な
お
み

藤
原
　
恵
子

磯　 　 　 　 　 　 　 部 東　 　 　 横　 　 　 野

原　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 市

氏
　
名

鬼
形
久
美
子

清
水
　
國
江

稲
川
よ
し
子

大
工
原
正
男

金
井
　
一
代

生
駒
　
朝
男

鬼
形
　
栄
子

金
井
千
鶴
子

氏
　
名

工
藤
　
登
一

鈴
木
　
　
禎

小
板
橋
滋
子

木
村
　
好
男

中
澤
美
江
子

小
栗
　
敏
子

田
村
す
み
子

五
十
嵐
宣
人

野
澤
　
信
智

吉
田
　
幸
治

安
藤
由
紀
子

井
口
貴
富
美

氏
　
名

長
岡
　
靜
枝

小
林
　
　
進

茂
木
真
寿
美

猿
谷
　
節
子

茂
木
　
昌
子

佐
藤
　
郁
子

荒
川
　
勝
美

美
齊
津
早
由
利

圡
屋
　
眞
澄

上
原
　
好
枝

半
田
　
　
昇

佐
藤
　
文
子

柴
﨑
　
栄
子

斉
藤
　
悦
子
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納
期
内
納
付
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

税
は
私
た
ち
が
安
心
し
て
健
康
な
暮
ら
し
を
す
る
た
め

に
、
重
要
な
役
割
を
も
っ
て
い
ま
す
。
福
祉
や
教
育
、
道

路
整
備
な
ど
、
様
々
な
事
業
を
進
め
る
う
え
で
、
非
常
に

大
切
な
財
源
で
す
。

　

納
期
内
に
納
め
な
い
人
が
い
る
と
、
財
源
不
足
と
な
る

う
え
、
税
を
納
め
た
人
と
の
間
で
負
担
の
公
平
さ
を
欠
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
安
中
市
で
は
大
多
数
の
皆
さ
ん
が
納

期
内
の
自
主
納
付
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

市
税
な
ど
の
平
成
22
年
度
通
常
納
期
限
は
、
３
月
末
を

も
っ
て
全
て
納
期
到
来
し
ま
す
。
市
税
な
ど
の
納
付
は
自

主
納
付
が
原
則
で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
は
、
督
促

状
の
発
送
な
ど
多
額
の
経
費
が
か
か
り
、
そ
の
経
費
も
市

税
で
負
担
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
納
期
内

納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
納
税
通
知
書
を
も
う
一
度
確
認
し
、
納

め
忘
れ
の
あ
る
場
合
は
、
早
急
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
口
座
振
替
」は
皆
さ
ん
が
指
定
し
た
預
貯
金
口
座
か
ら
、

市
税
・
保
険
料
な
ど
を
自
動
的
に
振
り
替
え
て
納
付
す
る

も
の
で
す
。
口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
納
め
忘
れ
が
な

く
確
実
に
納
期
限
日
に
納
付
で
き
る
の
で
、
忙
し
い
人
や

共
働
き
の
家
庭
な
ど
、
時
間
に
余
裕
の
な
い
皆
さ
ん
に
は

と
て
も
便
利
で
安
心
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

●
口
座
振
替
が
で
き
る
市
税
な
ど

　

市
県
民
税
（
普
通
徴
収
） 　

固
定
資
産
税

　

軽
自
動
車
税 

　

国
民
健
康
保
険
税

　

介
護
保
険
料 

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

市
営
住
宅
使
用
料 

　

下
水
道
使
用
料

　

保
育
料 

　

学
校
給
食
費

　

秋
間
み
の
り
が
丘
地
域
し
尿
処
理
施
設
使
用
料

●
口
座
振
替
が
で
き
る
金
融
機
関
な
ど

　

群
馬
銀
行 

　

群
馬
県
信
用
組
合

　

東
和
銀
行 

　

碓
氷
安
中
農
業
協
同
組
合

　

み
ず
ほ
銀
行 

　

し
の
の
め
信
用
金
庫

　

中
央
労
働
金
庫 

　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

※
各
金
融
機
関
の
本
・
支
店
で
口
座
振
替
の
申
し
込
み
が

で
き
ま
す

※

市
内
の
各
金
融
機
関
各
支
店
に
は「
口
座
振
替
依
頼
書
」・

「
自
動
払
込
利
用
申
込
書
」が
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
が
、

市
外
の
各
支
店
で
口
座
振
替
を
申
し
込
む
際
は
、
事
前

に
市
役
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

※

原
則
と
し
て
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
月
の
翌
月
末
日
以

降
の
納
期
分
か
ら
開
始
・
廃
止
さ
れ
ま
す

●
こ
ん
な
時
は
？

Q
．
納
期
限
日
に
口
座
に
入
金
し
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

A
．
再
振
り
替
え
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
後
日
送
付
さ
れ

る
「
督
促
状
兼
振
替
不
能
通
知
」
に
て
現
金
で
納
付
し

て
い
た
だ
く
か
、
市
役
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Q
．
固
定
資
産
税
な
ど
の
納
付
義
務
者
が
死
亡
し
て
し
ま

い
ま
し
た

A
．
口
座
が
凍
結
し
て
し
ま
う
た
め
、
後
日
送
付
さ
れ
る

納
付
書
に
て
現
金
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
固
定
資
産

税
に
つ
い
て
は
、
不
動
産
の
相
続
が
完
了
し
、
新
た
な

納
付
義
務
者
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
再
度
口
座
振
替
の

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
内
外
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
も
納
付
書

を
使
っ
て
の
市
税
の
納
付
が
で
き
ま
す
。
時
間
や
曜
日
を

気
に
せ
ず
、い
つ
で
も
納
付
が
で
き
、大
変
便
利
で
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
領
収
書
は
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
で

す
か
ら
、
５
年
間
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

災
害
や
盗
難
、
本
人
や
家
族
の
病
気
、
事
業
の
休
廃
止
、

失
業
な
ど
の
や
む
を
得
な
い
事
情
や
、
多
重
債
務
な
ど
に

よ
り
市
税
の
納
期
ご
と
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
１
人

で
悩
ま
ず
、
放
置
せ
ず
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

納
税
相
談
は
随
時
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
の
で
、
ま
ず

は
お
電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
本
庁
収
納
課

支
所
住
民
税
務
課
税
務
収
納
係

（
☎
３
８
２

－

１
１
１
１
）

○
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
（
自
動
払
込
）
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

お
す
す
め
し
ま
す
!!

○
市
税
な
ど
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

○
市
税
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
税
で
き
ま
す
!!

○
納
税
に
困
っ
て
い
る
人
は
早
め
に
相
談
を
!!
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原
市
保
育
園
オ
ー
プ
ン

原
市
保
育
園
オ
ー
プ
ン

原
市
保
育
園
オ
ー
プ
ン

　

３
月
３
日
（
木
）
に
市
立
原
市
保
育
園
の
落
成
記
念
式
典
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
市
立
原
市
保
育
園
は
今
ま
で
の
原
市
保
育
所

の
建
物
の
耐
震
性
が
脆
弱
だ
っ
た
こ
と
な
ど
を
受
け
て
、
移
転
・

新
築
を
行
い
、
名
称
も
原
市
保
育
園
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

病
後
児
保
育
を
実
施

　

市
立
原
市
保
育
園
で
は
病
後
児
保
育
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

病
気
の
回
復
期
に
入
っ
た
子
ど
も
た
め
の
保
育
で
、
市
内
に
住

所
が
あ
る
子
ど
も
か
保
護
者
が
市
内
に
勤
務

し
て
い
れ
ば
利
用
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
利

用
に
は
事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
の
で
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

　

市
立
原
市
保
育
園

　
　
（
☎
３
８
５

－

５
２
３
３
）▲病後児保育用の部屋があります

所 在 地

構 造

敷地面積

建物概要

安中市簗瀬 25-1

鉄骨造平屋建

2,911 ㎡

保育室、乳児・ほふく室、遊戯室、調理室　など

110 人

829.27 ㎡

●原市保育園施設概要

市
有
施
設
で
初
の
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置

　

原
市
保
育
園
に
は
市
有
施
設
で
初
と
な
る
太
陽
光
発
電
設
備
が
設
置

さ
れ
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
の
少
な
い
環
境
に
配
慮
し
た
施
設
で
す
。

　

屋
根
に
は
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
が
設
置
さ
れ
、

そ
の
二
酸
化
炭
素
削
減
効
果
は
１
年
間
で
灯
油
約
２
，
４
０
０
リ
ッ
ト

ル
分
、
自
家
発
電
の
電
気
を
使
う
こ
と
で
、
電
気
代
は
１
年
間
で
約
12

万
円
の
節
約
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
玄
関
に
は
発
電
状
況
な
ど
を
示
す
モ
ニ
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、

現
在
の
発
電
量
が
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼

玄
関
に
設
置
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー

▼

屋
根
に
設
置
さ
れ
た
太
陽
光
パ
ネ
ル
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統
一
地
方
選
挙
が

　
　
　
　

行
わ
れ
ま
す

　

４
月
10
日
（
日
）
に
群
馬
県
議
会
議
員
選
挙
が
、
４
月
24
日
（
日
）

に
安
中
市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
投
票
日
、
告
示
日
な
ど
は

次
の
と
お
り
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
群
馬
県
議
会
議
員
選
挙

投
票
日
▼
４
月
10
日
（
日
）　

午
前
７
時
〜
午
後
６
時

告
示
日
▼
４
月
１
日
（
金
）

○
安
中
市
議
会
議
員
選
挙

投
票
日
▼
４
月
24
日
（
日
）　

午
前
７
時
〜
午
後
６
時

告
示
日
▼
４
月
17
日
（
日
）

各
選
挙
の
投
票
の
有
無
に
つ
い
て

　

各
選
挙
の
立
候
補
の
受
付
は
告
示
日
の
午
後
５
時
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
投
票
の
有
無
は
、
そ
の
後
決
定
さ
れ
ま
す
。

簡
単
に
で
き
ま
す
！
期
日
前
投
票

　

投
票
日
に
投
票
所
に
行
け
な
い
と
き
は
、
期
日
前
投
票
制
度
を
活
用

し
ま
し
ょ
う
。

期
日
前
投
票
が
で
き
る
期
間
・
時
間
▼

　

群
馬
県
議
会
議
員
選
挙　

４
月
２
日
（
土
）
〜
９
日
（
土
）

　

安
中
市
議
会
議
員
選
挙　

４
月
18
日
（
月
）
〜
23
日
（
土
）

　

両
選
挙
と
も
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

期
日
前
投
票
が
で
き
る
場
所
▼

　

安
中
市
役
所
本
庁
・
支
所

　

※

住
所
に
関
係
な
く
ど
ち
ら
で
も
投
票
で
き
ま
す

問
合
せ
▼
安
中
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
３
８
２

－

１
１
１
１
）

－

リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ

－

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

　

男
女
が
、
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
責
任
も
分
か
ち
合
い
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ

の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
市
男
女
共
同
参
画
推

進
委
員
会
委
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
リ
レ
ー
形
式
の
エ
ッ
セ
イ
を
今
月
号
か
ら
掲
載
し
ま
す
。
エ
ッ
セ

イ
は
委
員
の
一
人
一
人
が
考
え
、
感
じ
て
い
る
「
男
女
共
同
参
画
」
を
言
葉
に
し
た
も
の
で
す
。
月
々

の
視
点
の
異
な
る
エ
ッ
セ
イ
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
身
近
な
問
題
と
し
て
多
角
的
に
「
男
女
共
同

参
画
」
を
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

い
。
数
も
法
も
世
論
も
、
一
つ
間
違
え
る
と
単
な

る
「
新
し
い
武
器
」
と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
な

ら
な
い
よ
う
に
、
共
に
支
え
合
う
社
会
を
ど
の
よ

う
に
作
っ
て
い
け
ば
良
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

弱
者
を
守
り
つ
つ
も
、
新
し
い
強
者
を
作
る
の

で
は
な
い
社
会
・
男
女
が
共
に
違
い
を
認
め
合
っ

て
支
え
あ
う
社
会
を
作
る
た
め
に
、
私
た
ち
は
歩

ん
で
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
堅
苦
し

く
て
も
「
共
同
参
画
」
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
て

い
る
理
由
が
あ
る
の
だ
と
思
う
。

　

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
時
点
で
、
エ
ジ
プ
ト

で
は
権
力
を
欲
し
い
が
ま
ま
に
し
て
き
た
ム
バ
ラ

ク
大
統
領
の
時
代
が
終
わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
新

し
い
指
導
者
達
が
新
し
い
支
配
者
と
な
る
こ
と
な

く
、
違
い
を
認
め
て
助
け
あ
う
社
会
を
構
築
す
る

模
索
が
続
け
ら
れ
て
い
る
と
信
じ
た
い
。

　

こ
れ
か
ら
の
社
会
の
た
め
に
、
私
た
ち
も
諸
々

の
違
い
を
認
め
合
い
つ
つ
力
を
合
わ
せ
て
男
女
共

同
参
画
社
会
を
創
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。 第１回

問
合
せ
▼
本
庁
企
画
課
女
性
政
策
係
（
☎
３
８
２

－

１
１
１
１
）

　
「
男
女
共
同
参
画
」

を
考
え
る
と
き
、
い
つ

も
私
の
脳
裏
に
浮
か
ぶ

の
は
新
米
教
師
と
し
て

体
験
し
た
人
種
差
別
の

問
題
だ
。
１
９
６
０
年
代
、
ア
メ
リ
カ
の
黒
人
た

ち
が
差
別
に
苦
し
ん
で
い
た
中
で
、
私
は
黒
人
生

徒
が
95
％
を
占
め
る
高
校
に
赴
任
し
た
。
そ
の
高

校
で
差
別
に
苦
し
ん
で
い
た
の
は
黒
人
の
生
徒
で

は
な
く
、
白
人
の
生
徒
た
ち
だ
っ
た
。
被
害
者
は

一
瞬
に
し
て
加
害
者
に
な
る
。
数
の
優
位
さ
が
黒

人
の
生
徒
た
ち
を
加
害
者
と
し
て
い
っ
た
の
だ
。

こ
の
発
見
は
半
世
紀
た
っ
た
今
日
も
、
私
に
と
っ

て
貴
重
な
教
訓
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

　

圧
倒
的
に
被
害
者
の
立
場
に
立
た
さ
れ
て
い
る

こ
と
の
多
い
女
性
も
、
何
ら
か
の
「
武
器
」
を
手

に
し
た
時
、
一
瞬
の
内
に
加
害
者
に
な
り
か
ね
な

加
害
者
と
被
害
者

　
　

   

安
中
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
委
員
長　

太
田　

敬
雄
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前　

売

当　

日

大　
　

人

３
，
５
０
０
円

４
，
０
０
０
円

高
校
生
以
下

３
，
０
０
０
円

３
，
５
０
０
円

松
井
田
文
化
会
館

松
井
田
文
化
会
館

催
し
物
ガ
イ
ド

催
し
物
ガ
イ
ド

松
井
田
文
化
会
館

催
し
物
ガ
イ
ド

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

催
し
物
ガ
イ
ド

催
し
物
ガ
イ
ド

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

催
し
物
ガ
イ
ド

G U I D E

A
N
N
A
K
A

G U I D E

M
A
T
S
U
I
D
A

問合せ ▼安中市文化センター
　　　　３８１－０５８６
午前８時30分～午後５時15分の間
休館日はP20をご確認ください

４月の催し物ガイド
ホール※その他のイベントは市HPをご覧ください
橋本正枝歌謡教室発表会
10日（日）　10:30 ～16:30　入場：無料
問合せ：橋本正枝歌謡教室（☎385-8507）
静塔会発表会
17日（日）　10:45 ～17:00　入場：無料
問合せ：静塔会（☎382-1064）
大正琴群馬愛好会「すてきな仲間コンサート」
24日（日）　13:00 ～15:30　入場：無料
問合せ：大正琴群馬愛好会安中支部
　　　　（☎381-2107）

学習室など※その他のイベントは市HPをご覧ください

市民の茶席（煎茶道東阿部流）
16日（土）　10:00 ～15:00
入場：無料　会場：2F 茶室
問合せ：文化センター（☎381-0586）
図書読み聞かせ
23日（土）　14:00 ～15:00
入場：無料　会場：1F 談話コーナー
問合せ：安中市図書館（☎381-0529）

●今月のピックアップ

※
11
月
は
市
民
展
、
２
月
は
ス
プ

リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
３

月
は
早
春
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と

同
時
開
催
で
す

　

伝
統
文
化
を
多
く
の
皆
さ
ん
に

触
れ
て
い
た
だ
く
一
環
と
し
て
、

西
毛
茶
道
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、

「
市
民
の
茶
席
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
茶
道
未
経
験
の
人
も
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

場
所
▼
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
茶
室

※

11
月
は
安
中
体
育
館

時
間
▼
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

参
加
費
▼
無
料

※

事
前
申
込
不
要

※

開
催
日
時
は
、「
広
報
あ
ん
な

か
」
な
ど
に
改
め
て
掲
載
し
ま

す

平成23年度市民の茶席

問合せ ▼松井田文化会館
　　　　３９３－４４００
午前８時30分～午後５時15分の間
休館日はP20をご確認ください

４月の催し物ガイド
大ホール
ファミリー映画会（トイ・ストーリー３）
３日（日）　13:30 ～（開場13:00）
入場：無料（先着468人）
主催：市地域振興課・松井田地域勤労者協議会

小ホール
スプリングコンサート
17日（日）　14:00 ～（開場13:30）
入場：無料
主催：松井田東中学校吹奏楽部

●今月のピックアップ

日
時
▼
６
月
19
日
（
日
）　

午
後
６

時
〜
（
開
場
午
後
５
時
30
分
）

チ
ケ
ッ
ト
▼
全
席
指
定

※

４
月
16
日
（
土
）
午
前
９
時
か
ら

前
売
開
始　

※

お
一
人
様
４
枚
ま
で

※

前
売
り
で
完
売
し
た
場
合
は
、
当

日
券
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

※

未
就
学
児
の
ご
入
場
は
、
ご
遠
慮

く
だ
さ
い

　

昨
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
歌
合
戦
に
核

廃
絶
を
訴
え
た
「
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
〜
祈
り

〜
」
で
初
出
場
を
果
た
し
た
ク
ミ
コ
。

彼
女
の
歌
が
紡
ぐ
大
人
の
愛
歌
、
泣

け
る
恋
物
語
、
歌
う
よ
う
に
語
り
、
語

る
よ
う
に
歌
う
、
歌
手
ク
ミ
コ
が
お
く

る
大
人
の

た
め
の
コ

ン
サ
ー
ト

を
、ぜ
ひ
こ

の
機
会
に

お
聴
き
く

だ
さ
い
。

ク
ミ
コ　

コ
ン
サ
ー
ト  

２
０
１
１

月46101112２３

日16181519201711３

曜
日土土土土日土土土

流
派

煎
茶
道
東
阿
部
流

表
千
家
流

江
戸
千
家

江
戸
千
家

裏
千
家

表
千
家
流

煎
茶
道
東
阿
部
流

表
千
家
流
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生涯学習だより生涯学習だより
安中市教育委員会安中市教育委員会

生涯学習だより
安中市教育委員会

“マナビー”

No.59

ＰＴＡ人権教育事業

上段：教室名
下段：講師名（敬称略）
手芸教室
中山光枝
舞踊教室

粕川ヒロ子（大多摩流）
書道教室
小此木由件
生花教室

仲百美子（池坊）

期　日

毎月第１・３月曜日
午前９時30分～
毎月第１・３水曜日
午後３時～

毎月第１・３木曜日
午後７時～

毎月第２・４火曜日
午前９時30分～

開講日

4月18日㈪

4月20日㈬

4月21日㈭

4月26日㈫

集会所実施事業受講生募集

募集人数 ▼各教室とも25名 受講費用 ▼無料（材料費などは除く）
受付期間 ▼４月４日（月）～８日（金） 申込み・問合せ ▼生涯学習課生涯学習係（☎３８２－１１１１）

　人権に関する正しい認識の普及を図るために、毎年、順

番で６校（小学校４校、中学校２校）のＰＴＡ組織が主体

となって人権教育事業に取り組んでいます。

　学校とともに保護者が思いやりの心、差別をしない心な

どの人権感覚を醸成する事業を企画・実施しています。

人権教育講演会（一中）

八城集会所（安中市松井田町八城441）

※都合により、一部日程が変更になる場合があります。

上段：教室名
下段：講師名（敬称略）
手芸教室
中山光枝
舞踊教室

君波道子（西川流）
書道教室
小此木由件
詩吟教室
藤巻明子
生花教室

伊藤和子（大和華道）

期　日

毎月第２・４月曜日
午前９時30分～
毎月第２・４水曜日
午後７時～

毎月第２・４木曜日
午後７時～

毎月第１・３月曜日
午後１時30分～
毎月第１・３水曜日
午前９時30分～

開講日

４月25日㈪

４月27日㈬

４月28日㈭

４月18日㈪

４月20日㈬

下増田集会所（安中市松井田町下増田 2056－7）

※都合により、一部日程が変更になる場合があります。
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「
安
中
の
一
〇
〇
〇
万
日
」

「
安
中
の
一
〇
〇
〇
万
日
」

Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．

「
安
中
の
一
〇
〇
〇
万
日
」

「
安
中
の
一
〇
〇
〇
万
日
」

「
安
中
の
一
〇
〇
〇
万
日
」

安
中
の
年
中
行
事
⑨

学
習
の
森　

文
化
財
係

Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．

　

春
の
彼
岸　

春
分
の
日
を
中
心
に
し
た
１
週
間
を
い
う
。墓
の
掃

除
を
し
て
、ぼ
た
餅
を
作
る
。彼
岸
の
頃
、里
芋
を
貯
蔵
穴
か
ら
出
し

て
種
芋
を
選
別
す
る
。こ
の
時
、
メ
ガ
ス
ミ（
芽
が
消
え
た
よ
う
に
な

い
芋
）や
メ
ガ
ケ（
芽
が
欠
け
て
な
い
も
の
）は
種
芋
に
な
ら
な
い
の

で
食
用
に
回
さ
れ
る
。ご
先
祖
様
は
、
春
の
彼
岸
に
は「
メ
ガ
ケ
芋
を

食
い
に
来
る
」と
い
わ
れ
、こ
れ
を
煮
て
仏
壇
に
供
え
る
。

　

春
祭
り　

３
月
末
か
ら
４
月
中
旬
の

間
、
各
地
で
春
祭
り
が
あ
る
。か
つ
て
は

獅
子
舞
を
奉
納
し
た
り
農
具
を
扱
う
市

が
立
っ
た
り
し
た
が
近
年
は
神
主
と
氏

子
総
代
だ
け
の
祭
り
も
あ
り
、
一
般
の

家
で
は
赤
飯
を
蒸
か
す
だ
け
と
い
う
地

域
も
多
い
。

　

花
祭
り　

４
月
８
日
は
お
釈
迦
様
の

誕
生
日
で
、
寺
で
は
、
お
釈
迦
様
を
祀

り
、
甘
茶
を
作
っ
て
お
き
、
大
き
な
た
ら

い
の
中
の
お
釈
迦
様
に
小
さ
な
柄
杓
で
か
け
た
。子
ど
も
た
ち
は
、

お
賽
銭
と
小
さ
な
瓶
を
持
っ
て
甘
茶
を
も
ら
い
に
行
っ
た
。

　

八
十
八
夜　

節
分
か
ら
数
え
88
日
目
で
、
特
に
農
作
業
の
目
安
と

し
た
。５
月
１
日
あ
る
い
は
、５
月
２
日
に
あ
た
る
。こ
の
頃
晩
霜
が

降
り
る
と
農
作
物
、特
に
養
蚕
に
必
要
な
桑
が
壊
滅
的
な
被

害
を
受
け
る
こ
と
か
ら
「
八
十
八
夜
の
別
れ
霜
」
と
い
っ
て

晩
霜
の
心
配
を
し
た
。

　

シ
ョ
ウ
ブ
湯　

５
月
４
日
の
夜
、風
呂
の
中
へ
シ
ョ
ウ
ブ

の
葉
を
入
れ
た
シ
ョ
ウ
ブ
湯
を
た
て
る
家
も
あ
っ
た
。こ
の

日
は
、女
の
慰
安
の
日
だ
か
ら
女
衆
が
先
に
入
る
。

　

端
午
の
節
句　

５
月
５
日
は
男
の
子
の
節
句
と
さ
れ
た
。

武
者
人
形
を
飾
り
、
鯉
の
ぼ
り
を
立
て
る
。男
の
子
の
初
節

句
に
母
親
の
実
家
か
ら
鯉
の
ぼ
り
、ま
た
は
武
者
人
形
な
ど

が
贈
ら
れ
た
。近
親
者
か
ら
も
金
太
郎
な
ど
の
人
形
が
贈
ら

れ
る
の
は
女
子
と
同
じ
で
あ
る
。近
年
は
、
鎧
冑
な
ど
が
増

え
た
。多
く
の
家
で
は
モ
チ
グ
サ（
ヨ
モ
ギ
）を
入
れ
た
草
餅

を
つ
い
た
。新
婚
の
嫁
は
、
タ
ラ
の
干
物
を
持
っ
て
夫
婦
で

実
家
へ
お
客
に
行
っ
た
。

　

フ
ナ
モ
チ
（
蚕
餅
）　

春
蚕
が
フ
ナ
ヤ
ス
ミ
（
三
眠
）
に

な
っ
た
時
、
餅
を
つ
い
て
祝
う
。昔
は
、
コ
バ
ガ
イ（
稚
蚕
飼

育
）で
失
敗
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、
フ
ナ
ヤ
ス
ミ
に

な
る
と
よ
う
や
く
一
安
心
で
き
た
。そ
こ
で
、豊
蚕
祈
願
と
、

こ
れ
か
ら
が
養
蚕
に
た
く
さ
ん
の
労
力
を
必
要
と
す
る
の

で
、
家
族
の
栄
養
補
給
を
か
ね
た
餅
つ
き
に
な
っ
た
。モ
チ

グ
サ
の
成
長
す
る
時
期
な
の
で
ク
サ
モ
チ
（
草
餅
）
に
す
る

こ
と
が
多
か
っ
た
。

　
　
　
（
次
号
に
続
く
）

Ｎｏ．

「
学
習
の
森
」生
涯
学
習
施
設

竹
細
工
講
座　

受
講
者
募
集？問合せ問合せ ▼

安中市学習の森安中市学習の森
３８２－７６２２３８２－７６２２
　３８２－７６２３　３８２－７６２３
〒３７９－０１２３〒３７９－０１２３
安中市上間仁田９５１番地安中市上間仁田９５１番地
furusato@des.city.annaka.gunma.jpfurusato@des.city.annaka.gunma.jp 
http://www.city.annaka.gunma.jp/gakushuunomori/http://www.city.annaka.gunma.jp/gakushuunomori/

ＦＡＸ

　

学
習
の
森
生
涯
学
習
施
設
で
は
竹
細
工
講
座
を
開
催
し

ま
す
の
で
、皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

時
▼
４
月
23
日（
土
）・
30
日（
土
）、
５
月
７
日（
土
）・

14
日（
土
）・
21
日（
土
）

※

各
回
と
も
午
前
10
時
〜
正
午

内　

容
▼
竹
細
工
の
製
作（
四
海
波
・
六
つ
目
か
ご
）

場　

所
▼
学
習
の
森
生
涯
学
習
施
設
創
作
工
房
４

講　

師
▼
磯
貝　

晴
之
氏（
竹
の
会
代
表
）

定　

員
▼
12
名（
先
着
順
）

そ
の
他
▼
材
料
費（
１
，５
０
０
円
）は
受
講
者
の
自
己
負
担

申
込
み
▼
４
月
８
日
（
金
）
か
ら
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す

の
で
、
学
習
の
森
へ
電
話
ま
た
は
直
接
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

？問合せ ▼

安中市学習の森
３８２－７６２２
　３８２－７６２３
〒３７９－０１２３
安中市上間仁田９５１番地
furusato@des.city.annaka.gunma.jp 
http://www.city.annaka.gunma.jp/gakushuunomori/

ＦＡＸ

農具の市（簗瀬城山）農具の市（簗瀬城山）農具の市（簗瀬城山）

平成 22年度
「文化財愛護ポスター」
優秀作品（敬称略）
内堀　理子（東中１年）



１５
１４

広
報
あ
ん
な
か
　
２
０
１
１
年
４
月
号

市
  役
  所
　
  
３
８
２
－
１
１
１
１

AN
NA
KA

AN
NA
KA

い
ろろ
い
ろろ

ろ
ろ

で
き
ご
と

で
き
ご
と

で
き
ご
と

で
き
ご
と

で
き
ご
と

ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
２
月
５
日（
土
）・
６
日（
日
）に
松
井
田
文
化
会
館
で
、
２

月
１
２
日
（
土
）
に
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
ス
プ
リ
ン
グ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。会
場
で
は
公
民
館

や
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
の
教
室
や
活
動
団
体
の
作
品
展

示
・
発
表
の
ほ
か
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の

人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。（
写
真
上
・
左
は
松
井
田
文
化
会
館

　
写
真
下
・
左
下
は
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
）

き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
る
た
め
に

　
２
月
６
日
（
日
）
に
「
緑
と
水
の
森
林
基
金
」
の
助
成
を
受

け
、
横
川
駅
周
辺
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
テ
ン
グ
ス
病
に
か
か
っ

て
い
る
枝
の
除
去
・
薬
剤
の
塗
布
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
樹
木
医
7
人
の
ほ
か
、
業
者
と
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
合
わ
せ
て
約
４
０
人
が
参
加
、
あ
わ
せ
て
樹
木
医
に
よ
る

美
し
い
花
を
咲
か
せ
る
た
め
の
方
法
の
解
説
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

少
年
野
球
・
少
女
ソ
フ
ト
駅
伝
大
会

　
２
月
１
３
日
（
日
）
に
郷
原
緑
地
公
園
で
市
内
の
少
年
野
球

と
少
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
あ
わ
せ
て
１
４
チ
ー
ム
、
１
１
１

人
が
参
加
し
て
原
市
駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
選
手
た
ち
は
寒
さ
に
負
け
ず
ゴ
ー
ル
目
指
し
て

力
走
し
ま
し
た
。

磯
部
安
心
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
防
犯
研
修
会

　
２
月
１
１
日
（
祝
）
に
磯
部
公
民
館
で
磯
部
地
区
安
全
安
心

ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
の
防
犯
研
修
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
平
成
１
６
年
に
発
足
以
来
、
毎
月
１
回

の
定
例
会
と
毎
年
１
回
研
修
会
を
開
催
し
て
い
て
、
今
年
は

地
域
の
結
び
つ
き
を
よ
り
一
層
深
め
る
た
め
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン

グ
ラ
イ
タ
ー
の
Y
U
K
A
さ
ん
を
迎
え
て
「
絆
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
ト
ー
ク
と
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
２
月
１
１
日
（
金
）
に
鈴
木
恒
顕
さ
ん
（
松
井
田
町
上
増
田

　
写
真
上
）、
２
月
２
７
日（
日
）に
小
林
ま
す
さ
ん（
磯
部
四

丁
目
　
写
真
左
）が
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
む
か
え
ら
れ
、
お

祝
い
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
お
元
気
に
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。



１７
１６

広
報
あ
ん
な
か
　
２
０
１
１
年
４
月
号

市
  役
  所
　
  
３
８
２
－
１
１
１
１

市
  役
  所
　
  
３
８
２
－
１
１
１
１

ゆ
う
あ
い
館
作
品
展

　
３
月
１
日
（
火
）
に
ゆ
う
あ
い
館
で
ゆ
う
あ
い
館
が
主
催
す

る
教
室
の
作
品
合
計
約
１
５
０
点
が
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
食

生
活
改
善
推
進
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
み
そ
お
で
ん
と
と
ん
汁

の
無
料
配
布
、
ビ
ー
ズ
の
ブ
ロ
ー
チ
、
押
し
花
を
使
っ
た
ク
リ

ア
フ
ァ
イ
ル
の
装
飾
の
無
料
体
験
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
が

訪
れ
ま
し
た
。

地
区
別
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
２
月
１
日（
火
）か
ら
２
２
日（
火
）に
か
け
て
、
市
内
１
４
地

区
で
地
区
別
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。厳
し
い
寒
さ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
全
体
で
１
７
９
人
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
後
日
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

九
十
九
小
か
る
た
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

　
２
月
１
７
日（
木
）、
九
十
九
小
学
校
ア
イ
ビ
ー
ホ
ー
ル
で
九

十
九
小
か
る
た
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
か
る
た
は
昭
和
５
５
年
に
九
十
九
地
域
の
歴
史
や
行

事
を
織
り
込
ん
だ
「
六
小
か
る
た
」
と
し
て
始
ま
っ
た
も
の
で

す
。今
回
、
時
代
の
変
化
な
ど
に
合
わ
せ
て
学
校
と
地
域
が

協
力
し
て
絵
札
と
読
み
札
の
変
更
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
し
く
な
っ
た
か
る
た
に
児
童
た
ち
は
少
し
戸
惑
い
な
が

ら
も
元
気
一
杯
に
札
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

綱
引
き
大
会

　
２
月
１
３
日
（
日
）
に
松
井
田
体
育
館
で
小
学
生
か
ら
大
人

ま
で
２
２
チ
ー
ム
２
３
７
人
が
参
加
し
て
安
中
市
綱
引
き
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
は
掛
け
声
や
声
援
に
満
ち
溢
れ
、
１
チ
ー
ム
８
人
に

よ
る
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

安
中
署
・
軽
井
沢
署
　
両
警
察
が
街
頭
指
導

　
２
月
２
７
日（
日
）、
国
道
１
８
号
碓
氷
バ
イ
パ
ス
県
境
付
近

で
、
安
中
警
察
署
と
軽
井
沢
警
察
署
合
同
の
街
頭
指
導
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
国
道
１
８
号
で
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
る
こ
と

を
受
け
て
、
両
警
察
署
が
行
っ
た
も
の
で
、
当
日
は
合
計
２
５

人
が
参
加
、通
行
車
両
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

松
井
田
地
区
児
童
・
生
徒
作
品
展

　
３
月
１
日
（
火
）
に
松
井
田
小
学
校
体
育
館
で
松
井
田
地

区
児
童
・
生
徒
作
品
展
が
開
催
さ
れ
、
会
場
に
は
６
０
０
点

の
作
品
が
展
示
さ
れ
、多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

Ｅ
Ｆ
６
３
が
修
理
の
た
め
に
出
発

　
２
月
２
１
日
（
月
）
に
碓
氷
峠
鉄
道
文
化
む
ら
で
動
態
保
存

さ
れ
て
い
る
Ｅ
Ｆ
６
３
形
電
気
機
関
車
が
、
修
理
の
た
め
に
移

送
さ
れ
ま
し
た
。Ｅ
Ｆ
６
３
は
多
く
の
鉄
道
フ
ァ
ン
が
待
ち
構

え
る
中
、デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
に
牽
引
さ
れ
て
行
き
ま
し
た
。

ゴ
ミ
の
な
い
き
れ
い
な
故
郷
を

　
２
月
２
０
日
（
日
）
に
岩
野
谷
地
区
安
全
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
主
催
す
る
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
岩
野
谷
全
地
区
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
は
約
３
５
０
人
が
参
加
。道
路
わ
き
な
ど

の
ゴ
ミ
を
回
収
し
て
、き
れ
い
な
故
郷
作
り
に
励
み
ま
し
た
。
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３
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１
１
１
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市
民

IN
FO
RM
AT
IO
N

市
民

IN
FO
RM
AT
IO
N

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
：

ht
tp
://
w
w
w
.c
it
y.
an
na
ka
.g
un
m
a.
jp

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：

ko
uh
ou
2@
de
s.
ci
ty
.a
nn
ak
a.
gu
nm
a.
jp

〒
37
9-
01
92
　安
中
市
安
中
一
丁
目
23
-1
3


38
2－
11
11
　Ｆ
Ａ
Ｘ
38
1－
05
03

市
役
所

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

市
民

　 入 学 ・ 入 園 シ ー ズ ン を 迎 え 、

交 通 環 境 に 慣 れ て い な い 児 童 ・

生 徒 を 交 通 事 故 か ら 守 る た め 、

「 新 入 学 （ 園 ） 児 童 ・ 生 徒 の 交

通 事 故 防 止 運 動 」 を 実 施 し ま す 。

期 間 ▼ ４ 月 ７ 日 （ 木 ） 〜 13 日 （ 水 ）

ス ロ ー ガ ン ▼ そ の 一 歩　 ふ み だ

す 前 に　 右 、 左

運 動 の 重 点 ▼

・ 街 頭 で の 交 通 安 全 指 導 お よ び

保 護 誘 導 活 動 の 推 進

・ 通 学 （ 園 ） 路 の 交 通 安 全 の 確

保
・ 効 果 的 な 交 通 安 全 教 育 の 推 進

問 合 せ ▼ 安 中 警 察 署

（ ☎ ３ ８ １

－

０ １ １ ０ ）

新 入 学 （ 園 ） 児 童 ・

生 徒 の 交 通 事 故

防 止 運 動

毎 年 ４ 月 1
0 日 は

「 交 通 事 故 死 ゼ ロ を

　 　 　 　 　 目 指 す 日 」 自 衛 官 募 集

　 毎 年 、 国 民 の １ ０ ０ 人 に １ 人

が 交 通 事 故 に よ り 死 傷 す る と い

う 厳 し い 状 況 が 続 い て い ま す 。

交 通 事 故 の な い 社 会 を 求 め る 声

は 依 然 と し て 大 き い も の が あ

り 、 交 通 安 全 に 対 す る 皆 さ ん の

意 識 を 高 め る た め 毎 年 ４ 月 10 日

と ９ 月 30 日 が 「 交 通 事 故 死 ゼ ロ

を 目 指 す 日 」 が 制 定 さ れ ま し た 。

　 「 交 通 事 故 死 ゼ ロ 」 を 目 指 し 、

一 人 一 人 が 、 交 通 ル ー ル を 守 り 、

交 通 マ ナ ー を 実 践 す る こ と で 、

交 通 安 全 を 心 が け ま し ょ う 。

群 馬 県 警 察 ・ 安 中 警 察 署

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

市
民

　
自
衛
隊
で
は
次
の
と
お
り
幹
部
候
補
生
・
一
般
曹
候
補
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
は
一
般
・
技
術
・
歯
科
・
薬
剤
科
の
コ
ー
ス
か
ら
各
自
衛
隊
の
幹
部
自
衛
官
と

な
る
者
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
要
員
含
む
）
を
養
成
す
る
制
度
で
、
採
用
と
同
時
に
陸
上
・
海
上
・
航
空
の
各

自
衛
隊
曹
長
に
任
命
さ
れ
、
幹
部
候
補
生
と
し
て
一
定
期
間
の
教
育
を
受
け
た
後
、
3
等
陸
・
海
・
空

尉
に
昇
任
、
幹
部
自
衛
官
と
な
り
ま
す
。

　
一
般
曹
候
補
生
は
陸
上
・
海
上
・
航
空
自
衛
隊
の
曹
と
な
る
自
衛
官
を
養
成
す
る
制
度
で
す
。
一
般

曹
候
補
生
は
、
入
隊
後
2
年
9
月
以
降
選
考
に
よ
り
3
曹
へ
昇
任
し
ま
す
。

応
募
要
項

▼自
衛
隊
高
崎
地
域
事
務
所
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

問
合
せ

▼自
衛
隊
高
崎
地
域
事
務
所
（
☎
３
２
６
－
１
７
６
１
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼ht
tp
://
w
w
w
.m
od
.g
o.
jp
/p
co
/g
un
m
a/

募
集
種
目

幹
部
候
補
生

一
般
曹
候
補
生

予
備
自
衛
官
補

受
　
験
　
資
　
格

20
～
26
歳
未
満
の
人

※
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在

18
～
27
歳
未
満
の
人

※
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在

18
～
34
歳
未
満
の
人

※
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在

応
募
期
間

～
５
月
６
日（
金
）

～
４
月
６
日（
水
）

試
　
験
　
日

５
月
14
日（
土
）・
15
日（
日
）

※
15
日
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
志
願
者
の
み

５
月
21
日（
土
）

４
月
15
日（
金
）～
18
日（
日
）

の
い
ず
れ
か
1日

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

～
手
洗
い
・
マ
ス
ク
・
う
が
い
～

～
手
洗
い
・
マ
ス
ク
・
う
が
い
～

～
手
洗
い
・
マ
ス
ク
・
う
が
い
～

守
っ
て
防
い
で

転 入 ・ 転 出 な ど の 住 民 異 動 届 出

年 度 替 り は 窓 口 が 混 雑 す る の で 、

ご 注 意 く だ さ い

安 中 市 国 民 健 康 保 険

　 「 医 療 費 の お 知 ら せ 」

　 　     送 付 月 の 変 更 に つ い て

木 造 住 宅 の 耐 震 診 断 と

耐 震 改 修 補 助 を 行 い ま す

市 民 課 窓 口 係

住 民 税 務 課 市 民 係

市 役 所 本 庁

松 井 田 支 所
住 民 異 動 届 出 窓 口

（ ☎ ３ ８ ２

－

１ １ １ １ ）

平 日 時 間 延 長 窓 口

（ 月 〜 金 曜 日 ）

午 後 ５ 時 15 分 〜 ６ 時

（ 祝 日 ・ 年 末 年 始 は 除 く ）

休 日 窓 口

毎 月 第 １ ・ ３ 日 曜 日

午 前 ８ 時 30 分 〜 正 午

取 り 扱 う 業 務

　 ○ 住 民 票 写 し の 発 行

　 ○ 戸 籍 謄 本 ・ 抄 本 等 の 発 行

　 ○ 印 鑑 証 明 書 の 発 行

　 ○ そ の 他 市 民 課 扱 い の 各 種 証 明 書 の 発 行

　 例 年 、 ３ 月 か ら ４ 月 の 年 度 替 わ り の 時 期 は 、 転 入 ・ 転 出 な ど

の 住 民 異 動 の 届 出 が 多 く な り 、 窓 口 が 大 変 混 雑 い た し ま す 。

　 そ の た め 、 待 ち 時 間 が 長 く な る こ と が 予 想 さ れ ま す の で 、 手

続 き の 際 は 時 間 に 余 裕 を も っ て お 出 か け く だ さ い 。

　 な お 、 証 明 発 行 な ど の 業 務 は 、 次 の と お り 本 庁 市 民 課 で 、 平

日 延 長 窓 口 お よ び 休 日 窓 口 を 開 設 し て い ま す の で ご 利 用 く だ

さ い 。

◎ 耐 震 診 断 補 助

対 象 と な る 住 宅 ▼ 次 の 条 件 を 全 て 満 た し た 住

宅
① 昭 和 56 年 ５ 月 31 日 以 前 に 着 工 し た 一 戸 建 て

住 宅 ま た は 併 用 住 宅 （ 住 宅 部 分 の 床 面 積 が

２ 分 の １ 以 上 の 住 宅 ）

② 平 屋 建 て ま た は ２ 階 建 て

③ 在 来 軸 組 工 法 で 建 築 し た 住 宅

申 込 み で き る 人 ▼ 対 象 と な る 住 宅 の 所 有 者

で 、 市 税 の 滞 納 が な い 人

募 集 戸 数 ▼ 30 戸 （ 受 付 順 に 選 考 ）

診 断 費 用 ▼ 無 料

※ 診 断 者 の 交 通 費 は 自 己 負 担

　 （ 一 律 １ ， ０ ０ ０ 円 ）

※ 診 断 す る 建 物 の 図 面 が な い 場 合 は 自 己 負 担

別 途 １ ０ ， ０ ０ ０ 円

申 込 期 限 ▼ 11 月 30 日 （ 水 ）

◎ 耐 震 改 修 補 助

対 象 と な る 住 宅 ▼

耐 震 診 断 の 結 果 、 上 部 構 造 評 点 （※ ） が 1.
0 未 満

と 診 断 さ れ た 建 物

※ 上 部 構 造 評 点 と は 、 建 築 物 の 構 造 の 強 さ を

示 す 指 標 の １ つ で 、 値 が 大 き く な る ほ ど 地

震 に 強 く 、 1.
0 以 上 は 、 一 応 倒 壊 し な い 建 物

対 象 工 事 ▼ 上 部 構 造 評 点 を 1.
0 以 上 に す る 耐 震

改 修 工 事 で 平 成 24 年 １ 月 31 日 （ 火 ） ま で に 完 了

す る も の

申 込 み で き る 人 ▼ 市 が 実 施 す る 耐 震 診 断 を 受

け た 人

補 助 金 額 ▼ 改 修 工 事 （ 設 計 費 、 工 事 費 お よ び 工

事 監 理 費 ） に か か る 費 用 の ３ 分 の １ 以 内 （ 限 度

額 50 万 円 ）

募 集 戸 数 ▼ ３ 戸 （ 受 付 順 に 選 考 ）

申 込 期 限 ▼ 11 月 30 日 （ 水 ）

　 安 中 市 国 民 健 康 保 険 に 加 入 し て い る 皆 さ ん が 医 療 機 関 な ど で

受 診 し た 医 療 費 の 額 な ど を 記 載 し た 「 医 療 費 の お 知 ら せ 」 を 偶

数 月 に 送 付 し て い ま す が 、 ４ 月 送 付 （ 診 療 月 １･ ２ 月 分 ） の お

知 ら せ は 、 集 計 方 法 見 直 し の た め ５ 月 （ 診 療 月 １･ ２･ ３ 月 分 を

併 せ て ） に 送 付 し ま す 。 ４ 月 分 の 「 医 療 費 の お 知 ら せ 」 を ６ 月

に 送 付 し 、 そ れ 以 降 は 従 来 通 り 偶 数 月 に ２ カ 月 分 ず つ 送 付 す る

予 定 で す の で 、 ご 了 承 く だ さ い 。

問 合 せ ▼ 本 庁 国 保 年 金 課 国 保 係 ・ 支 所 住 民 税 務 課 国 保 年 金 係

（ ☎ ３ ８ ２

－

１ １ １ １ ）

　 市 で は 、 安 全 で 安 心 し て 暮 ら せ る 震 災 に 強 い ま ち づ

く り を 推 進 す る た め 、 個 人 の 木 造 住 宅 を 対 象 と し て 、

耐 震 診 断 を 行 い ま す 。

　 ま た 、 今 年 度 か ら 診 断 で 耐 震 性 が 劣 る 建 物 と 判 定 さ

れ た 場 合 に は 、 耐 震 改 修 を す る 工 事 費 な ど の 補 助 を 行

い ま す 。

中
越
沖
地
震
で
倒
壊
し
た
木
造
住
宅

申 込 み ・ 問 合 せ ▼ 本 庁 建 築 住 宅 課 建 築 係 （ ☎ ３ ８ ２

－

１ １ １ １ ）



２０
広
報
あ
ん
な
か
　
２
０
１
１
年
４
月
号

２１
市
  役
  所
　
  
３
８
２
－
１
１
１
１

給
水
管
修
理
当
番
業
者
（
４
月
１
日
～
５
月
１
５
日
）

休
館
の
ご
案
内

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

市
民

行
政
相
談

本
庁
　
4/
7・
21
　
5/
12
　
9時
～
12
時

支
所
　
4/
4　
5/
2　
13
時
30
分
～
16
時

無
料
法
律
相
談

本
庁
　
4/
1・
15
　
5/
6　
13
時
～
16
時

※
要
電
話
予
約
　
秘
書
行
政
課
（
☎
38
2－
11
11
）

※
予
約
状
況
に
よ
っ
て
は
翌
月
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

人
権
相
談

本
庁
・
支
所
　
4/
21
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

家
庭
児
童
相
談

電
話
相
談
・
面
接
相
談
（
本
庁
子
ど
も
課
）
　

月
～
金
曜
（
祝
日
を
除
く
）
　
9時
～
16
時

※
要
電
話
予
約
　
子
ど
も
課
（
☎
38
2－
80
05
）

健
康
相
談

（
生
活
習
慣
病
・
ア
ス
ベ
ス
ト
・
育
児
・
栄
養
相
談
な
ど
）

本
庁
　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
8時
30
分
～
17
時
15
分

支
所
　
4/
8　
5/
13
　
9時
30
分
～
11
時
30
分

妊
婦
生
活
相
談
（
母
子
手
帳
交
付
）

本
庁
　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
8時
30
分
～
17
時
15
分

消
費
生
活
相
談

本
庁
（
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
）

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
９
時
～
16
時
（
☎
38
2－
22
28
）

障
害
者
相
談

知
的
・
身
体
障
害
者
相
談
（
本
庁
･支
所
）

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
8時
30
分
～
17
時
15
分

精
神
障
害
者
相
談
（
ヌ
ア
リ
ー
ベ
　
☎
38
0－
53
85
）

月
～
土
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
10
時
～
18
時

青
少
年
相
談

電
話
相
談
・
面
接
相
談
（
支
所
内
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

月
・
火
・
水
・
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
9時
～
14
時

※
面
接
相
談
は
要
電
話
予
約
（
☎
39
3－
47
77
）

介
護
相
談

電
話
相
談
・
面
接
相
談
（
本
庁
・
支
所
）

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
8時
30
分
～
16
時

※
面
接
相
談
は
要
電
話
予
約
（
☎
38
2－
11
11
）

心
配
ご
と
相
談

地
域
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
　
毎
週
木
曜
日
　
９
時
～
11
時
30
分

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
　
毎
週
月
曜
日
　
13
時
30
分
～
16
時

青
色
申
告
記
帳
相
談

安
中
商
工
会

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
９
時
～
12
時

松
井
田
商
工
会
館

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
９
時
～
17
時

交
通
事
故
相
談

安
中
交
通
安
全
協
会

毎
週
火
・
水
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
９
時
～
16
時

※
要
電
話
予
約
（
☎
38
2－
02
11
）

相
  談
  案
  内

　
上
水
道
と
簡
易
水
道
の
給
水
管
の
修
理
は
、
業
者
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
漏

水
な
ど
の
修
理
は
、
そ
の
日
の
当
番
業
者
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
修
理
代
は

実
費
で
す
。

【
安
中
市
管
工
事
協
同
組
合
　

３
８
５
－
４
４
０
１
】

今
川
設
備

㈲
入
沢
電
気
商
会

碓
氷
設
備

㈲
内
堀
設
備
工
事

㈲
金
子
屋
商
店

㈲
黒
須
設
備
工
業

群
栄
工
業
㈱

児
玉
工
業
㈲

㈲
佐
藤
商
店

佐
藤
燃
料
㈱

㈲
渋
谷
設
備

㈲
ジ
ー
ワ
イ
燃
設

㈲
須
藤
工
業

業
　
者
　
名

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

業
　
者
　
名

38
2-
94
33

38
2-
16
09

38
1-
27
30

39
3-
01
57

39
3-
03
32

38
1-
11
48

39
3-
10
12

39
3-
31
18

39
5-
23
23

38
1-
11
11

38
1-
12
62

38
2-
28
91

38
1-
23
22

㈲
武
美
工
業

㈲
田
中
工
作
所

㈱
半
田
組

㈲
福
美
商
事

㈲
松
本
住
設

㈱
茂
木
設
備

㈲
山
田
タ
イ
ル
工
業

㈱
ヤ
マ
ハ
チ
・
ク
ボ
ニ
ワ

㈱
ユ
タ
カ

オ
オ
カ
ワ
ラ
住
器

反
町
備
工

第
一
設
備
工
業
㈲

㈱
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

38
2-
50
61

38
5-
41
26

38
5-
83
74

38
1-
02
93

38
5-
62
78

38
5-
80
42

38
1-
00
75

38
1-
04
35

38
5-
76
47

38
2-
19
87

39
3-
34
20

38
5-
87
69

38
2-
52
62

Ｎ Ｏ Ｐ Ｑ Ｒ Ｓ Ｔ Ｕ Ｖ Ｗ Ｘ Ｙ Ｚ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

市
民

恵
み
の
湯
　
　
　
　
　
4/
5・
19
　
5/
6

峠
の
湯
　
　
　
　
　
　
4/
12
・
26
　
5/
10

鉄
道
文
化
む
ら
　
　
　
4/
5・
12
・
19
・
26
　
5/
10

文
化
セ
ン
タ
ー（
※
は
図
書
館
の
み
休
館
で
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
4/
5・
12
・
19
・
26
・
28
※
　
5/
3・
10

文
化
会
館
　
　
　
　
　
4/
4・
11
・
18
・
25
・
30
　
5/
2・
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
  

碓
氷
川
熱
帯
植
物
園
　
4/
5・
12
・
19
・
26
　
5/
6・
10

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
※
は
温
水
プ
ー
ル
の
み
休
業
で
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
4/
4・
11
※・
18
・
25
※
　
5/
2・
6・
9・
10

学
習
の
森
　
　
　
　
　
4/
5・
12
・
19
・
26
　
5/
6・
10
～
13

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
4/
4・
10
・
11
・
18
・
24
・
25

　
　
　
　
　
　
　
　
　
5/
2・
6・
9
～
12
・
16

日 1 2 3 4 5 6 ７ 8 9 10 11 12 13 14 15

曜
日 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

行
　
　
事
　
　
名

●
群
馬
県
議
会
議
員
選
挙
期
日
前
投
票

　
本
庁
・
支
所
　
8:
30
～
20
:0
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
群
馬
県
議
会
議
員
選
挙
期
日
前
投
票

　
本
庁
・
支
所
　
8:
30
～
20
:0
0

●
群
馬
県
議
会
議
員
選
挙
期
日
前
投
票

　
本
庁
・
支
所
　
8:
30
～
20
:0
0

●
群
馬
県
議
会
議
員
選
挙
期
日
前
投
票

　
本
庁
・
支
所
　
8:
30
～
20
:0
0

●
群
馬
県
議
会
議
員
選
挙
期
日
前
投
票

　
本
庁
・
支
所
　
8:
30
～
20
:0
0

●
新
入
学（
園
）児
童
・
生
徒
の

　
交
通
事
故
防
止
運
動（
～
13
日
　
予
定
）

●
群
馬
県
議
会
議
員
選
挙
期
日
前
投
票

　
本
庁
・
支
所
　
8:
30
～
20
:0
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
群
馬
県
議
会
議
員
選
挙
期
日
前
投
票

　
本
庁
・
支
所
　
8:
30
～
20
:0
0

●
群
馬
県
議
会
議
員
選
挙
期
日
前
投
票

　
本
庁
・
支
所
　
8:
30
～
20
:0
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
群
馬
県
議
会
議
員
選
挙
投
票
日

　
投
票
時
間
　
7:
00
～
18
:0
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

日 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

曜
日 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

行
　
　
事
　
　
名

●
ク
ミ
コ
コ
ン
サ
ー
ト
20
11

　
チ
ケ
ッ
ト
発
売
開
始

　
文
化
会
館
　
9:
00
～

●
市
民
の
茶
席（
煎
茶
道
東
阿
部
流
）

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
10
:0
0
～
15
:0
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
安
中
市
議
会
議
員
選
挙
期
日
前
投
票

　
本
庁
・
支
所
　
8:
30
～
20
:0
0

●
安
中
市
議
会
議
員
選
挙
期
日
前
投
票

　
本
庁
・
支
所
　
8:
30
～
20
:0
0

●
安
中
市
議
会
議
員
選
挙
期
日
前
投
票

　
本
庁
・
支
所
　
8:
30
～
20
:0
0

●
安
中
市
議
会
議
員
選
挙
期
日
前
投
票

　
本
庁
・
支
所
　
8:
30
～
20
:0
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
安
中
市
議
会
議
員
選
挙
期
日
前
投
票

　
本
庁
・
支
所
　
8:
30
～
20
:0
0

●
安
中
市
議
会
議
員
選
挙
期
日
前
投
票

　
本
庁
・
支
所
　
8:
30
～
20
:0
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
図
書
読
み
聞
か
せ

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
14
:0
0
～
15
:0
0

●
安
中
市
議
会
議
員
選
挙
投
票
日

　
投
票
時
間
　
7:
00
～
18
:0
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

４
月
１
日
→
５
月
１
５
日

４
月
１
日
→
５
月
１
５
日

健
康
通
信

　
４
月
は
大
腸
が
ん
検
診
の
容
器
配
布
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
４
・
５
月
は
胃
が
ん
検
診
・
大
腸
が
ん
検
診
が
あ
り
ま
す
。申

込
者
に
対
し
て
受
診
票
が
個
別
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。日
時
・
会
場
な
ど
は

通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。申
し
込
ん
で
い
な
い
人
で
受
診
を
希
望
す
る
人

は
、本
庁
健
康
課（
☎
３
８
２
－
１
１
１
１
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

本
庁
市
民
課
　
休
日
窓
口
開
設
日

４
月
３
・
17
日
（
日
）　
５
月
1・
15
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
～
正
午

業
務
内
容

　
○
住
民
票
の
写
し
の
交
付

　
○
戸
籍
謄
本
・
抄
本
の
発
行

　
○
印
鑑
証
明
書
の
発
行

　
○
そ
の
他
市
民
課
取
扱
各
種
証
明
書
の
発
行

曜
日 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

行
　
　
事
　
　
名

●
安
政
遠
足
前
夜
祭

　
中
央
体
育
館
　
ほ
か

●
安
政
遠
足

　
ス
タ
ー
ト
　
8:
00

●
碓
氷
関
所
ま
つ
り

　
碓
氷
関
所
跡
　
10
:10
～

●
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　（
～
20
日
）

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
第
14
回
歩
く
健
康
づ
く
り
大
会

　
～
ア
プ
ト
の
道
・
め
が
ね
橋
散
策
コ
ー
ス
～

　（
要
申
込
）

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

４
月

５
月

※
毎
週
月
曜
日
は
市
民
交
通
安
全
日
、毎
月
１
日
は
県
民
交
通
安
全
日
で
す

Ｂ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｎ
・
Ｊ

Ａ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｍ
・
Ｏ

Ｃ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｌ
・
Ｓ
・
Ｗ

Ｔ
・
Ｖ
・
Ｚ

Ｕ
・
Ｘ
・
Ｙ

Ｂ
・
Ｇ
・
Ｋ

Ｄ
・
Ｊ
・
Ｒ

Ａ
・
Ｅ
・
Ｎ

Ｈ
・
Ｍ
・
Ｑ

Ｃ
・
Ｉ
・
Ｏ

Ｆ
・
Ｐ
・
Ｗ

Ｌ
・
Ｓ
・
Ｚ

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日

Ｔ
・
Ｕ
・
Ｖ

Ｂ
・
Ｘ
・
Ｙ

Ｇ
・
Ｊ
・
Ｋ

Ａ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｍ
・
Ｎ

Ｃ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｏ
・
Ｗ

Ｆ
・
Ｐ
・
Ｚ

Ｌ
・
Ｓ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｊ
・
Ｘ
・
Ｙ

Ａ
・
Ｇ
・
Ｋ

Ｄ
・
Ｍ
・
Ｒ

Ｃ
・
Ｅ
・
Ｎ

Ｈ
・
Ｑ
・
Ｗ

16
日

17
日

18
日

19
日

20
日

21
日

22
日

23
日

24
日

25
日

26
日

27
日

28
日

29
日

30
日

Ｉ
・
Ｏ
・
Ｚ

Ｆ
・
Ｐ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｌ
・
Ｓ

Ｊ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ａ
・
Ｘ
・
Ｙ

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｍ

Ｃ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｎ
・
Ｗ

Ｈ
・
Ｑ
・
Ｚ

Ｉ
・
Ｏ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｊ
・
Ｌ
・
Ｓ

Ａ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｍ
・
Ｘ
・
Ｙ

Ｃ
・
Ｇ
・
Ｋ

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日５
　
　
月

４
　
　
　
月
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市民 INFORMATION

「
五
月
人
形
展
」
開

「
五
月
人
形
展
」
開
催
!!!!

「
五
月
人
形
展
」
開

「
五
月
人
形
展
」
開
催
!!!!

「
五
月
人
形
展
」
開
催
!!

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、

五
料
の
茶
屋
本
陣
を
会
場

に
恒
例
の
五
月
人
形
展
を

次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

江
戸
時
代
か
ら
戦
前
の
五

月
人
形
を
中
心
に
約
５
０

０
体
の
人
形
を
展
示
し
ま

す
。

　

ま
た
、５
月
５
日
（
祝
）

に
は
青
葉
の
茶
会
を
開
催
し
ま
す
。
県
指
定
史
跡
の
五

料
茶
屋
本
陣
で
お
茶
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
ご
家

族
で
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

○
五
月
人
形
展

日　

時
▼
４
月
19
日
（
火
）
〜
５
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場　

所
▼
五
料
の
茶
屋
本
陣

休
館
日
▼
毎
週
月
曜
日

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
翌
平
日
が
休
館

観
覧
料
▼
大
人
２
１
０
円
・
小
人
１
０
０
円

○
青
葉
の
茶
会

日　

時
▼
５
月
５
日
（
祝
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

費　

用
▼
無
料
（
入
館
料
別
）

問
合
せ
▼

五
月
人
形
展…

学
習
の
森
（
☎
３
８
２

－

７
６
２
２
）

青
葉
の
茶
会…

文
化
協
会
松
井
田
支
部

　
　
　
　
　
　
（
☎
３
９
３

－

４
４
０
１
）

クミコ　コンサート ２０１１

ＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴＥＶＥＮＴ

ＣＯＮＣＥＲＴＣＯＮＣＥＲＴＣＯＮＣＥＲＴ

　昨年のＮＨＫ紅白歌合戦に核廃絶を訴えた「ＩＮＯＲＩ～祈り～」
で初出場を果たしたクミコ。彼女の歌が紡ぐ大人の愛歌、泣ける恋
物語、歌うように語り、語るように歌う、歌手クミコがおくる大人
のためのコンサートを、ぜひこの機会にお聴きください。

※４月16日（土）午前９時から前売開始　
※お１人様４枚まで
※前売りで完売した場合は、当日券はございません
※未就学児のご入場は、ご遠慮ください
問合せ ▼安中市松井田文化会館（☎３９３－４４００）

日　　時 ▼６月19日（日）午後６時～
　　　　　（開場：午後５時30分）
場　　所 ▼安中市松井田文化会館　大ホール
チケット ▼全席指定

前売

当日

大人

３，５００円

４，０００円

高校生以下

３，０００円

３，５００円

　４月から予定していますヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチンおよび子宮頸がんワクチンの助成
事業について次のように変更になりますのでお知らせします。

○ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン
　ワクチンを接種後に死亡した例が報告され、厚生労働省で調査検討中です。結果が出るまで接
種を一時見合わせます。今後、新しい情報が入り次第広報などでお知らせします。

○子宮頸がん予防ワクチン
　４月上旬に通知と予診票を郵送しますが、ワクチンの不足により、新規で接種を希望する人は、
１回目の接種が７月１日以降になる予定です。

　詳しくは、回覧または市ＨＰをご覧ください。対象者および保護者の皆さんには、大変ご迷惑を
おかけしますが、ご理解をお願い申し上げます。　　問合せ ▼本庁健康課（☎３８２－１１１１）

任意予防接種の変更についてのお知らせ


